
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新年度(平成 30 年)度賛助会員募集中！ 
 「山脈」の設立趣旨に賛同し、私達の活動を応援してくれる方を募集します。一口 2,000 円で何口でもか

まいません。昨年に引続き、皆様の温かいご理解とご支援を宜しくお願い致します。 
賛助会員 年会費 2,000 円(一口) 

発 行   特定非営利活動法人 山 脈   理事長 笹澤 繁男 

      住  所：群馬県北群馬郡吉岡町大字南下 983-2(みやま工房内) 
      電  話：0279－54－2947 FAX：0279－54－9171 
      E-mail ：rep@npo-yamanami.jp 
      URL  ：http://www.npo-yamanami.jp/ 
            運営施設  就労継続支援 B 型事業所「みやま工房｣ 

就労継続支援 B 型事業所「キッチンハウスみやま」 
就労継続支援 B 型事業所「麦のゆめ」 
多機能型事業所(生活訓練・就労継続支援 B 型)「ワークハウスみやま」 

              グループホーム｢ハーモニーやまなみ｣1 号・2 号・3 号・4 号・5 号・6 号 
(文責：笹澤賢一) 

法人からのご案内 

法人の最新情報は下記のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでご覧になれます！ 

レクリエーションのご案内 

絵 画 教 室  
日 時：9 月 12 日(水) 14：00～15：00 
場 所：みやま工房 事務棟 2 階 会議室 
参加費：200 円 材料費等 
初心者でも参加できます。興味のある方は、是非、

職員募集中！ 
 ●キッチンハウスみやま 栄養士(パート)  お弁当の献立作り、カロリー計算のできる方 
             勤務：月曜日～金曜日、第 2・第 4 土曜日(ﾛｰﾃｰｼｮﾝにより週 5 日勤務) 
                7 時～16 時(ｼﾌﾄ勤務により早出、遅出あり。実働 6 時間/日) 
             待遇：時給 880 円、昇給有、賞与有(年 2 回)、通勤手当有、資格手当有、 

退職金共済加入、有給休暇有、雇用保険加入 

 
 

 
 
 

 
 

高崎市中川長寿センターの売店営業を開始しました！ 
 先般、ご報告しました高崎市中川長寿センター(高崎市井野町)内の売店について、8 月より営業

を開始しました。高崎市には 7 か所の長寿センターがあり、全てに飲食のできる売店がありま

す。これまですべての売店の運営をしていた長寿会連合会が平成 29 年度末に撤退したため、平

成 30 年度に入り、高崎市内の福祉事業者に対して運営募集がありました。当法人では高崎市金

古町にある｢ワークハウスみやま｣が、7 か所の長寿センターの中で、距離的にも運営が可能と思

われた中川長寿センターについて手を挙げ採択されました。 
 7 月より開店準備を始め、いよいよ 8 月より本格的な営業となりました。売店では、飲み物や

パン、饅頭、お菓子等の販売の他、うどん、そばなどの軽食の提供も行っています。パンや饅頭

は、当法人の製菓製パンの事業所｢麦のゆめ｣が納品させて頂いています。また、今後は、長寿セ

ンターで開催される芸能祭などのイベントでは、予約制によるお弁当の販売などにも取り組みた

いと考えています。 
 中川長寿センターは月曜日から金曜日、9 時半から 16 時まで開館しており、集会室、浴場、機

能回復訓練室、教養娯楽室、図書室等があり、地域の高齢者の方の憩いの場所になっています。 
｢ワークハウスみやま｣のメンバーさんも今後、スタッフと一緒にこの売店に通い、掃除などの開

店・閉店の業務やレジ、接客、調理の補助などにチャレンジしていく予定です。またひとつメン

バーさん達が活躍する場ができました。地域の高齢者の方々に喜ばれる売店として、中川長寿セ

ンターの魅力の一端を担えるように頑張って行きます。 
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平成 30 年度トラクター研修会に参加してきました 
 8 月 2 日(木)、群馬県と群馬県社会就労センター協議会とで主催したトラクター研修会に職員 3 名

が参加してきました。群馬県社会就労センター協議会では、平成 28 年 8 月 1 日から｢農業分野にお

けるマッチング強化事業｣について、群馬県と委託契約を締結して障がい者就労支援事業所と地域農

業の連携、つまり｢農福連携事業｣に取組んでいます。 
 近年、工賃向上を目指すため、農業に取組む障がい者就労支援事業所が全国的も増えており、中に

は高工賃を実現している施設も少なくはありません。群馬県でも多くの障がい者就労支援事業所が

様々な形で農業に取組み始めています。そうした中、今後、障がい者就労支援事業所の現場ではトラ

クターを取り扱う機会がどんどん増えてくることが想定されます。 
 しかし、トラクターは農業においてとても便利な機械ではありますが、正しい知識と取扱いをしな

いと大変危険な機械でもあります。研修では、最初にトラクターの歴史と併せてその危険性について

も座学で学びました。群馬県では毎年、農作業中の死亡事故が平均 9.9 件ほど起きています。その多

くは、トラクターの転倒事故によるものです。 
 今回の研修では、ほとんど運転経験のない初心者を中心に、安全で正しく取扱い・利用できるよう

に、トラクター等の運転操作及び作業機脱着や設定方法をはじめとする取扱いについて、群馬県立農

林大学校にて実際にトラクターを用いて勉強をしました。 
 テキストによるトラクターの歴史や種類などの座学から、基本的なトラクターの点検整備、そして、

実際の走行や圃場での運転体験などが実施されました。 
 残念ながら、当日は今年の異常なまでの猛暑の中、行われたため受講者の健康を考え、本来なら 1
日掛けて研修する内容を駆け足に半日余りで実施したため、運転体験に十分な時間が取れませんで

した。後日、主催された群馬県社会就労センター協議会より研修に関するアンケートがありましたの

で、11 月頃の暑くない時期にもう一度、実技を中心とした研修を要望しました。 
｢みやま工房｣には農業班｢アグリハウス｣があり、授産事業の大きな柱のひとつとして農業に取組

んでいます。工賃向上を目指し、効率を求めて機械化も進めています。トラクターをはじめ多くの農

機具・農業機械は大変便利ではありますが、同時にひとつ間違えば大きな事故にも繋がりかねます。

今回の研修で学んだ事を生かし、日々の農業に取組んでいきたいと思います。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

山脈のレクリエーション活動 その２ 
  先月の引き続き、山脈の事業所のレクリエーション活動をご紹介します。 
【レアメタル事業・やまびこ】 日帰りバス旅行 
  8 月 17 日(金)、川場村の田園プラザに法人のマイクロバスを使い行ってきました。高原の空気

をいっぱい吸い込んで、十分に楽しんできました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢麦のゆめ｣しんとうふるさと公園夏まつりに参加！ 
 8 月 14 日(火)、15 日(水)の 2 日間、しんとうふるさと公園夏まつりが開催されました。両日と暑

い日なりましたが、地元の子供達やご家族連れなどで賑わいました。｢麦のゆめ｣は、パンやお菓子の

販売と野外ステージコンサートの運営を行いしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利用者さんの声 
・天気が良くて気持ち良かった。 
・楽しかった。また来たい。 
・食べ物がたくさんあった。 
・別の場所にも行ってみたい。 
・来て良かった。 

 

 

  

   

  
 


